
資料１－１

1

1

静岡県防災・原子力学術会議
第1回津波対策分科会

東日本大震災による津波被害の状況等
を踏まえた 静岡県の津波対策の見直し

（中間報告）

平成23年8月2日
静岡県津波対策検討会議

（事務局：静岡県危機管理部）
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１．静岡県の津波対策の現状

• 静岡県は505.6㎞の海岸を持ち、人口375万人、内
27万人（７％）が津波危険予想地域内に居住する。

• 津波対策については、記録に残る過去最大の1854
年安政東海地震と同様に5～6m、最大10mに達す

る津波が襲来すること、

• 駿河湾内では東海地震の激しい揺れの数分後に
は津波の第1波が襲来することを前提に

対策を進めてきた。

提供：内閣府・㈱応用地質
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Evacuation bldg.

Dangerous zone

Evacuation zone

Potentially dangerous zone 

Residents in this area are encouraged to evacuate.

About 500m

Regular sea level

Tsunami

津波避難対策の基本
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津波浸水想定図 清水港周辺

沼津市の
内浦地域
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ソフト対策における沿岸21市町の現状

• 津波危険予想地域に対する避難地指定：
133箇所

• 避難困難地区に対する津波避難ビルの指
定：681箇所（今後 約300棟の追加を検討）

• 津波避難タワー：７か所、津波マウント：８
か所

• 避難誘導などの啓発標識：約3000箇所

• 住民への情報伝達手段として、同時通報
用無線の子局 153,000局
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津波避難ビルの指定（500棟から681棟に増）

津波発生時の避難ビルとして機能

8

津波避難を呼び
かける啓発看板
（約3000箇所）

津波避難ビルの表示
避難ビルの方向を表示
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電柱に津波の想定浸水高を表示

津波ライン

標高の表示例
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沼津市静浦地区の防災マップ

（地区の防災センターに
地区毎の避難経路を掲示）
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急傾斜地を活用した津波避難施設
（沼津市内浦地区）

裏山へ上る
避難用の階段

避難用のマウント 8か所

（高齢者も上れるよう緩や
かな階段を設置）
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住民への警報の伝達（同報無線の整備）

屋内の戸別受信機（147,000基）

屋外スピーカー（5,829基）
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ハード対策の現状
海岸

• 海岸総延長 505.6㎞の内、津波対策が必要な延長279.3㎞
• 津波と高潮の高い方を対象に整備を実施し、現状の津波対策

の整備延長 249.7㎞（整備率89.4％）

河川

• 水門や堤防かさ上げが必要な38河川の内、18河川が整備済

課題

• 海と山に囲まれた狭隘な平坦地に集落が密集する漁港集落
建設用地の確保が困難、漁業活動の利便性優先から住民合
意が得られない地区もある。

• 水門や堤防の建設に伴う景観阻害から住民同意が得られな
い地区もある。
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函南町 熱
海
市

伊東市

裾野市

浜松市

川根本町

磐田市

掛川市

菊川市
牧之原市

御前崎市

森町 伊豆市

沼津市

伊豆の国市

東伊豆町
西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

河津町

静岡市

富士宮市

島田市

焼
津
市

吉
田
町

御殿場市

小山町

袋井市

藤枝市

湖西市

津波対策施設の整備状況

遠州灘沿岸 L=70ｋｍ 駿河湾沿岸 L=163ｋｍ 伊豆半島沿岸 L=273ｋｍ

富士市

浜名湖

御前崎港

焼津漁港

清水港

馬込川

勝間田川

殿田川
下田港

沼津港

完 了

実施中

未着手

対策不要区間

凡 例

506km 280km 250km 90%

海岸線
延長

整備済
延長

整備率
津波対策
必要延長

（別添資料１）
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海岸堤防の計画高さ（3次想定津波高・高潮高から決定） 【県内全域】

津波高 1.4～7.2ｍ

高潮高 7.3～10.0ｍ

津波高 2.1～6.7ｍ

高潮高 6.7～8.5ｍ

凡例（港湾・漁港）

津波高

高潮高

津波高又は高潮高

熱海港

稲取漁港

下田港

妻良漁港

沼津港

田子の浦港

清水港

焼津漁港

福田漁港浜名港

津波高 3.0～5.0ｍ

高潮高 4.0～9.5ｍ

津波高 1.7～10.4ｍ

高潮高 2.0～17.0ｍ

御前崎港

津波高 2.0～8.0ｍ

高潮高 6.0～6.2ｍ

津波高 4.0～5.6ｍ

高潮高 8.0ｍ

大須賀海岸（掛川市）

高潮高：T.P+9.0m

津波高：T.P+6.0m

津波高 3.3～8.2ｍ

高潮高 5.5～9.0ｍ

高潮高：T.P+17.0m

富士海岸（富士市）

堤防御前崎海岸（御前崎市）

高潮高：T.P+6.0m

津波高：T.P+5.7m

堤防

静岡海岸

沼津港 別添拡大図参照
焼津漁港

勝間田川水門・整備中（牧之原市）

津波高：T.P+3.0m

高潮高：T.P+6.2m

津波高：T.P+4.7m
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港湾の津波対策（沼津港）

防潮堤

水門

防波堤
沼津市

陸閘
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河川・海岸の津波対策（静岡海岸）
水門 防潮堤

静岡市駿河区

18

防潮堤・陸閘 津波緊急待避施設

漁港の津波対策（焼津漁港）

焼津市
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すばやく避難できるよう
海水浴場には階段状の海岸堤防を整備

20

２．津波対策の基本方針
（1）短期的対策

ソフト対策：

構造物の対策効果を考慮せず、1854年安政東海地震、
1923年関東大震災の津波を最大の浸水域として、それ

以上の規模の津波の襲来も考慮に入れ、「より高く、より
遠く、より早く」避難できるよう対策の見直し。

ハード対策：
・第3次地震被害想定による対策の早期完了

・既存施設の信頼性確保と質的強化 など

（2）中長期対策

国の東海・東南海・南海の３連動地震の想定を受け、被
害想定を行い中長期対策を実施



資料１－１

11

21

（３）課題の抽出

① 静岡県における東海地震の特異性

東海地震の想定震源域は陸域直下を含み、強い地
震動と、地震直後の大津波が想定される。

② 津波高と浸水予想区域に余裕度を設定

想定される津波を超える津波襲来を考慮した「冗長
性」を持つ対策とするため、津波高や浸水域に守るべ
き対象に応じた一定の「余裕度」を持たせる。

③ 情報提供のあり方

地震・津波に関して県民が自発的に「正しく理解」し「
行動できる」よう、情報提供に関するリスクコミュニケ
ーションの確立
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地震だ 津波だ すぐ避難！
より高く、より遠く、より早く を合言葉に

沿岸21市町 84,000人が参加（対象地区住民の31％）

出された課題

• 情報伝達や避難誘導標識の不足

• 避難経路上の障害排除

（ブロック塀、橋、急こう配など）

• ５分を目標に避難したが、高台や
避難ビルなどへの緊急避難が間
にあわない地区も

• 津波襲来時の状況把握が困難

5月21日 「緊急津波避難訓練」実施

３．津波対策総点検の実施
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ハード面における緊急点検

• 河川、海岸堤防の連続性（特に管理者が異なる
海岸の連続性）、構造等の点検

• 水門（５５基）、陸閘（３１０基）の点検

• 突発地震時の水門、陸閘の閉鎖対応

陸閘３１０基の内、常時閉鎖は１５１基から２７基
増で１７８基に（５７％）

• 土砂災害防止施設への
津波避難階段や避難通
路の点検、必要な個所
には新設を検討

24

港湾などに整備された陸閘

出入りが頻繁な個所は
自動化を進める

使用しない時は常時
閉めておく の徹底
３１０基の内１７８基
は常時閉に
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川根本町

磐田市
掛川市

御前崎市

森町

島田市

吉
田
町

袋井市

藤枝市

湖西市

現況高状況 （河川） 現況高状況 （沿岸部）

現況高満足区間（コンクリート構造物）

現況高満足区間（土堤、砂丘）

対策不要区間

凡 例

現況高不足区間（事業実施中）

現況高不足区間（未対策）

凡 例

：現況高不足区間あり（未着手）

：現況高不足区間あり（事業実施中）

浜松市湖西市

御前崎港海岸

想定津波高 T.P+4.0～6.8m

現況施設高 T.P+2.4～2.7m

遠州灘沿岸 L=70.2ｋｍ

浜名湖

新野川

筬川

新野川

筬川

想定津波高 T.P+7.0m

現況堤防高 T.P+4.9～7.0m

御前崎港海岸

津波対策施設点検結果概要（遠州灘）
第3次被害想定における想定津波高に対する施設の連続性及び高さ調査

※想定津波高及び現況堤防高の写真への図示は目安です。

天
竜
川

菊
川

竜今寺川

中西川

想定津波高 T.P+5.8m

現況堤防高 T.P+5.3m～5.8m

想定津波高 T.P+2.5m

現況堤防高 T.P+1.4m程度

浜名湖新居弁天地区

菊川市
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函南町

裾野市

川根本町

菊川市
牧之原市

御前崎市

沼津市

伊豆の国市
静岡市

島田市
焼
津
市

吉
田
町

御殿場市

藤枝市

駿河湾沿岸 L=162.6ｋｍ

富士市

伊豆市

伊東市

東伊豆町
西伊豆町

松崎町

下田市

清水港（日の出・江尻）

清水港（塚間）

沼津港（千本）

静浦漁港（江浦）

内浦漁港西浦漁港

古宇川

立保川

西浦河内川

陰野川

静浦漁港（口野）

焼津漁港

※想定津波高及び現況堤防高の写真への図示は目安です。

焼津漁港・小川地区

現況堤防高 T.P+1.9m

想定津波高 T.P+3.0m

古宇川

想定津波高 T.P+5.9m

現況堤防高 T.P+2.0～5.9m

沼津市

津波対策施設点検結果概要（駿河湾）
第3次被害想定における想定津波高に対する施設の連続性及び高さ調査

大
井
川

安
倍
川

狩
野
川

現況高状況 （沿岸部）

現況高満足区間（コンクリート構造物）

現況高満足区間（土堤、砂丘）

対策不要区間

凡 例

現況高不足区間（事業実施中）

現況高不足区間（未対策）

現況高状況 （河川）

凡 例

：現況高不足区間あり（未着手）

：現況高不足区間あり（事業実施中）

清水港・日の出地区

想定津波高 T.P+1.7～2.2m
現況施設高 T.P+1.7～2.1m

富
士
川

富士宮市
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函南町 熱
海
市

伊東市

裾野市

伊豆市

伊豆の国市

東伊豆町西伊豆町

松崎町

南伊豆町

下田市

河津町

富士宮市

伊豆半島沿岸 L=272.8ｋｍ

富士市

鍛冶川

網代漁港

熱海港（渚）

宇佐美漁港

伊東大川

稲取大川
稲取漁港

外浦漁港

須崎漁港

稲生沢川

中木川

三坂漁港

妻良漁港
殿田川

那賀川

仁科漁港

田子漁港

安良里漁港

火振川

小土肥大川

土肥港（屋形）

大川
戸田漁港

網代漁港海岸

想定津波高 T.P+3.1m
現況地盤高 T.P+2.3m

手石港

伊東港（新井）

下田港（武ヶ浜・大浦）

河津川

上多賀大川

大賀茂川

小土肥大川

想定津波高 T.P+5.7m
現況堤防高 T.P+3.8～5.7m

土肥港海岸・屋形地区

津波高 T.P+5.9～6.2m

堤防高 T.P+3.5m

※伊豆半島東海岸は、東海地震と神奈川県西部の地震の想定津波高を
比較し、大きいほうを調査対象津波高とする。

伊東港（川奈）

現況高状況 （沿岸部）

現況高満足区間（コンクリート構造物）

現況高満足区間（土堤、砂丘）

対策不要区間

凡 例

現況高不足区間（事業実施中）

現況高不足区間（未対策）

現況高状況 （河川）

凡 例

：現況高不足区間あり（未着手）

：現況高不足区間あり（事業実施中）

津波対策施設点検結果概要（伊豆半島）
第3次被害想定における想定津波高に対する施設の連続性及び高さ調査

※想定津波高及び現況堤防高の写真への図示は目安です。

沼
津
市
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４．今後に向けて

ふじのくに津波対策アクションプログラム策定

• ハード・ソフト両面から短期的対策、中長期的対策を
計画的に推進

ソフト面では１３項目 ハード面では９項目が上がる

• ソフト面では、より実効ある避難対策となるよう、計
画の点検、見直し、マニュアルの再点検

• ハード面では、人命を最優先として重要度、緊急度
の高い津波対策施設の早期完成

「余裕度」の具体的指標の検討

• 想定を超える津波襲来を考慮し、津波高や浸水域
に守るべき対象に応じた一定の「余裕度」を加える。


